
ユビキタスウェアラブルワークショップ論文作成ガイド

上新振留夫，指木多須美 (塚本短期大学)

1 研究の背景と目的
ユビキタスウェアラブルワークショップ（以下，UWW）

では，読み易い冊子を出版するために，著者の方々の協力が

不可欠である．そこで，本フォーマットを使用することを強

く推奨している．このフォーマットに文章を流し込むと，あ

ら不思議，誰でもステキな体裁になるのである．だからお願

いします，編集作業を効率化させるために，貴方の清き一手

間を．というわけで，本フォーマットの目的は，UWWの成

果を記録に残し，当日の発表内容を手軽に理解するために統

一的な論文形式を提案し，実装することである．

2 これまでの研究内容
本章では，これまでの UWW の歴史について述べる．

UWW は，大学と企業の間の垣根を取り払い，ユビキタ

スウェアラブルの未来について語り合い，学生間の交流を深

めるために開催された．第 1 回は，2007 年 12 月 21, 22 日

に「シーサイドホテル舞子ビラ神戸」で，第 2 回は，2008

年 11 月 15, 16 日に「天然ラジウム温泉 太山寺 なでしこの

湯」で行われた．UWW では出席者全員でワークショップを

盛り上げることを原則としており，この伝統は今も受け継が

れている．第 1 回では，第 1 発表者は 47 人，プロシーディ

ングは 48 ページだった．第 1 回 UWW の詳細は文献 [1]

で言及しており，ここでは第 2 回 UWW について述べる．

第 2 回 UWW の表紙を，図 1に示す．この年は，特に関西

学院大学河野研究室の学生が多数参加し，1 日目は 10 時か

ら 18 時まで，2 日目は 9 時から 18 時まで，計 55 人の発

表者が密度の濃い発表を行った．学生は緊張した面持ちで発

表を行い，企業の方はウェアラブルの最新動向について報告

を行い，先生方は研究者として，ユビキタスウェアラブルの

将来について熱く語った．すべての参加者がユビキタスウェ

アラブルに対する情熱をぶつけ合った発表会は，数多くの驚

きと笑いを巻き起こし，閉幕した．

ナイトセッション 1 では，企業の方による実践的なワー

クショップが開催され，学生たちは新たな知見に出会い，親

睦を深めた．なお，深夜に開催されたナイトセッション 2 に

ついては，諸々の事情で今回もやはり言及しない．

3 まとめと今後の課題
本研究では，UWWの成果を記録に残し，当日の発表内容

を手軽に理解するために，統一的な論文形式を提案し，実装

を行った．また，これまでの UWWの歴史を紹介し，UWW

で今後生まれる予定の黒歴史の一端を暗示した．

今後の予定としては，UWW のプロシーディングで本フ

ォーマットを使用していただき，UWW の発表で活発な議

論が行われることを妄想し，UWW の発展を祈念すること

である．

図 1: ユビキタスウェアラブルワークショップ 2008 表紙
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